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「
あ
つ
め
句
」
（
貞
享
四
年
成
立
）
に
載
る
、
芭
蕉
の
発
句
「
さ
み
だ

れ
に
鳩
の
う
き
巣
を
見
に
ゆ
か
む
」
は
通
常
、
「
五
月
雨
が
降
り
続

い
て
い
ま
す
。
琵
琶
湖
は
い
つ
も
よ
り
水
か
さ
が
増
し
て
、
浮
巣
も

よ
く
見
え
る
で
し
ょ
う
か
ら
、
さ
あ
、
見
に
行
き
ま
し
ょ
う
」
と
解

さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
『
笈
日
記
」
に
よ
れ
ば
、
前
書
に
「
露
油
公

に
申
侍
る
」
と
あ
り
、
こ
の
発
句
を
右
の
よ
う
に
解
す
る
限
り
、
露

油
公
に
こ
う
し
た
挨
拶
を
す
る
必
然
性
は
薄
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

、。し
も
っ
と
も
こ
の
挨
拶
の
相
手
が
露
油
で
は
な
く
、
例
え
ば
当
時

の
、
い
わ
ゆ
る
第
一
次
近
江
蕉
門
と
称
さ
れ
る
尚
白
や
千
那
な
ら
ば
、

さ
ほ
ど
不
自
然
さ
は
伴
わ
な
い
。
発
句
成
立
の
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）

の
翌
年
に
あ
た
る
元
禄
元
年
、
大
津
で
の
俳
諧
に
、
芭
蕉
は
尚
白
と

一
座
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

は
じ
め
に

芭
蕉
発
旬

三
ッ
石

そ
の
尚
白
な
ら
ば
と
も
か
く
、
管
見
の
範
囲
で
は
、
露
油
と
近
江

を
直
接
結
び
つ
け
る
も
の
の
存
在
を
知
ら
な
い
。
江
戸
で
出
生
し
た

露
油
は
、
半
生
を
江
戸
で
過
ご
し
、
内
藤
家
の
領
国
で
あ
る
磐
城
に

下
向
後
、
そ
の
地
で
没
し
た
の
で
あ
り
、
江
戸
よ
り
西
の
地
に
は
、

関
心
が
な
か
っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
「
鳩

の
う
き
巣
」
の
所
在
を
琵
琶
湖
で
は
な
く
、
別
の
と
こ
ろ
を
想
定
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。

本
稿
は
こ
の
よ
う
に
、
「
鳩
の
う
き
巣
」
に
焦
点
を
定
め
、
芭
蕉

発
句
に
つ
い
て
、
新
た
な
把
握
を
試
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
露
油
を
中
心
と
し
て
、
内
藤
家
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
こ
と

に
す
る
。

周
知
の
よ
う
に
内
藤
家
は
、
数
多
く
の
藩
政
文
書
が
残
さ
れ
て
い

る
こ
と
で
著
名
で
、
お
よ
そ
三
万
点
と
も
十
万
点
と
も
言
わ
れ
る
『
内

「
さ
み
だ
れ
に
鳩
の
う
き
巣
を
見
に
ゆ
か
む
」

考

友
昭
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藤
家
文
書
j

は
、
明
治
大
学
刑
事
博
物
館
、
現
在
は
明
治
大
学
博
物

館
に
所
蔵
さ
れ
る
。
文
書
の
数
は
さ
て
お
き
、
内
藤
家
は
江
戸
時
代

前
半
に
磐
城
七
万
石
を
領
有
し
た
譜
代
大
名
で
、
明
治
大
学
内
藤
家

文
書
研
究
会
の
編
纂
に
か
か
る
「
譜
代
藩
の
研
究
」
な
ど
に
よ
れ
ば
、

内
藤
家
は
そ
も
そ
も
三
河
の
出
で
、
初
代
は
義
清
、
二
代
は
清
長
、

三
代
は
家
長
。
こ
の
家
長
は
強
弓
で
著
名
で
、
関
ヶ
原
の
戦
い
の
前

哨
戦
で
あ
る
「
伏
見
城
の
攻
防
戦
」
で
戦
死
し
た
が
、
そ
れ
は
京
都

養
源
院
の
血
天
井
で
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
家
長
の
次
が
四
代
政
長

で
、
内
藤
家
の
初
代
磐
城
藩
主
は
、
こ
の
人
物
で
あ
る
。
政
長
に
つ

い
て
は
、
後
で
触
れ
る
こ
と
に
す
る
。
政
長
の
次
は
忠
興
、
そ
し
て

き
わ
め
て
著
名
な
風
虎
の
義
泰
と
続
く
。
そ
の
息
子
が
義
英
で
、
こ

の
人
物
が
露
泊
で
あ
る
。

露
油
の
祖
父
で
あ
る
忠
興
は
、
幕
閣
な
ど
の
有
力
な
地
位
に
つ
い

た
こ
と
の
な
い
内
藤
家
歴
代
当
主
の
中
で
は
珍
し
く
大
坂
城
代
を
つ

と
め
る
な
ど
、
異
色
の
存
在
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
『
内
藤
家
文
書
』

の
中
の
忠
興
の
書
状
な
ど
に
よ
れ
ば
、
こ
の
人
物
に
は
戦
国
の
気
風

が
残
っ
て
い
た
よ
う
で
、
島
原
の
乱
の
戦
術
面
で
他
の
幕
閣
と
意
見

の
対
立
か
ら
殿
中
で
刀
に
危
う
＜
手
を
か
け
そ
う
に
な
っ
た
り
、
そ

の
一
方
で
ま
た
細
か
い
と
こ
ろ
も
あ
っ
て
、
日
常
使
う
紙
に
つ
い
て
、

前
の
も
の
は
よ
か
っ
た
が
今
度
の
も
の
は
か
た
く
て
鼻
紙
に
使
え
な

い
か
ら
、
も
っ
と
柔
ら
か
く
し
て
送
れ
と
か
、
随
分
細
か
い
指
示
を

し
て
い
る
。

こ
の
忠
興
が
当
主
の
と
き
、
著
名
な
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
の

江
戸
大
火
、
俗
に
言
う
振
袖
火
事
が
起
こ
る
。
周
知
の
よ
う
に
江
戸

で
は
、
や
や
大
き
い
も
の
で
言
え
ば
、
ほ
ぼ
隔
年
に
火
災
が
発
生
し

て
お
り
、
中
で
も
江
戸
時
代
を
通
し
て
大
火
と
称
さ
れ
る
も
の
は
お

よ
そ
十
回
、
小
さ
い
も
の
ま
で
含
め
る
と
、
お
よ
そ
千
二
百
回
を
数

え
る
と
い
う
。
大
火
の
中
で
も
す
さ
ま
じ
い
も
の
は
も
ち
ろ
ん
振
袖

火
事
で
、
あ
ま
り
に
も
大
規
模
で
あ
っ
た
せ
い
か
、
ま
た
浅
井
了
意

の
「
む
さ
し
あ
ぶ
み
』
が
伝
え
る
内
容
が
過
酷
で
あ
る
せ
い
か
、
江

戸
の
す
べ
て
を
焼
き
尽
く
し
た
か
の
よ
う
な
印
象
が
あ
る
ら
し
い
。

と
こ
ろ
が
実
は
そ
う
で
は
な
く
て
、
例
え
ば
こ
の
内
藤
家
の
上
屋
敷

は
焼
失
し
て
い
な
い
。

内
藤
家
の
上
屋
敷
に
話
が
及
ん
だ
の
で
、
こ
こ
で
そ
の
江
戸
藩
邸

に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
『
東
京
市
史
稿
」
市
街
篇
第

四
十
九
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

坪
数
一
万
四
千
五
百
坪

一
、
上
屋
敷
虎
門
内
麹
町
区
三
年
町
壱
番
地

拝
領
天
正
十
八
年
月
日
不
詳
坪
数
壱
万
五
百
拾
五
坪

一
、
下
屋
敷
六
本
木
麻
布
区
三
河
台

拝
領
寛
永
六
年
八
月
日
不
詳
坪
数
九
千
三
百
六
拾

壱
坪

一
、
下
屋
敷
渋
谷

贈
輿
元
禄
八
年
二
月
廿
四
日
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一
、
西
の
丸
の
下
御
馬
屋
。

一
、
あ
へ
の
備
中
守
。
い
な
ば
美
濃
守
。

一
、
北
条
出
羽
守
。

一
、
加
賀
爪
甲
斐
守
。

一
、
内
藤
帯
刀
。

と
あ
る
。
「
内
藤
帯
刀
」
が
忠
興
で
、
こ
の
よ
う
に
焼
失
を
免
れ
た

た
め
か
、
忠
興
は
粥
の
炊
き
出
し
を
幕
府
か
ら
命
じ
ら
れ
る
。
そ
れ

(
l
)
 

は
『
む
さ
し
あ
ぶ
み
』
が
詳
し
く
挿
絵
入
り
で
伝
え
る
。

炎
残
の
所

こ
の
う
ち
内
藤
家
江
戸
上
屋
敷
（
以
下
、
上
屋
敷
と
略
称
す
る
）
に
つ
い

て
は
ま
た
後
で
再
三
言
及
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
現
行
の
地
名
で
言

え
ば
、
千
代
田
区
霞
ケ
関
付
近
に
あ
た
り
、
現
在
の
文
部
科
学
省
周

辺
に
幕
末
ま
で
存
在
し
た
。
下
屋
敷
は
、
そ
の
上
屋
敷
か
ら
目
と
鼻

の
先
の
六
本
木
に
あ
り
、
も
う
一
っ
下
屋
敷
は
右
の
よ
う
に
、
渋
谷

に
も
あ
っ
た
。

話
を
振
袖
火
事
に
戻
し
て
、
こ
の
火
災
で
焼
失
を
免
れ
た
と
こ
ろ

に
つ
い
て
、
『
東
京
市
史
稿
」
変
災
篇
第
四
に
、

御
城
中
よ
り
は
、
内
藤
帯
刀
、
松
浦
肥
前
、
岩
木
伊
与
、
こ

れ
ら
の
人
々
を
御
奉
行
と
し
て
、
御
成
橋
、
新
橋
、
日
本
橋
、

筋
か
ひ
ば
し
、
増
上
寺
前
に
仮
屋
を
た
て
、
か
ゆ
を
煮
さ
せ
て

飢
人
窮
民
に
施
行
し
給
ふ
に
、
江
戸
中
の
老
弱
男
女
あ
つ
め
り

て
給
は
る
。

右
の
挿
絵
に
よ
れ
ば
、
検
分
の
役
人
が
す
わ
り
、
そ
の
帳
幕
に
は

下
が
り
藤
の
、
内
藤
家
の
家
紋
が
見
え
る
。
下
が
り
藤
と
言
え
ば
、

露
油
の
内
藤
家
は
本
家
筋
で
、
そ
の
分
家
筋
の
信
州
岩
村
田
藩
内
藤

家
は
、
幕
末
の
頃
あ
ま
り
に
貧
し
く
て
、
「
金
は
内
藤
志
摩
守
裾
か
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ら
ボ
ロ
下
が
り
藤
」
と
椰
楡
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
内
藤
家
に
あ
っ
て
、
将
来
の
藩
主
と
し
て
の
地
位
を

約
束
さ
れ
て
い
た
露
泊
は
、
俳
壇
の
パ
ト
ロ
ン
的
存
在
と
し
て
次
第

に
著
名
に
な
り
始
め
た
天
和
二
年
（
一
六
八
―
-
）
、
い
わ
ゆ
る
お
家
騒

動
に
巻
き
込
ま
れ
、
世
子
の
地
位
を
追
わ
れ
る
。
か
わ
っ
て
異
母
弟

の
義
孝
が
藩
主
と
な
り
、
露
油
は
上
屋
敷
を
去
り
、
六
本
木
の
下
屋

敷
に
移
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
後
年
磐
城
に
下
向
し
た
露
油

は
、
息
子
の
豊
松
（
政
樹
）
が
藩
主
を
つ
い
だ
た
め
、
五
千
石
と
も

一
万
石
と
も
言
わ
れ
る
豊
か
さ
を
背
景
に
、
当
時
の
俳
書
出
版
を
援

助
し
た
ほ
か
、
磐
城
を
訪
れ
る
俳
人
も
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
ほ
ど

で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
内
藤
家
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
代
々
磐
城
藩

主
で
あ
っ
た
が
、
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
こ
の
政
樹
が
藩
主
の
と

き
に
、
磐
城
か
ら
日
向
延
岡
に
転
封
に
な
り
、
そ
の
後
延
岡
の
地
で

明
治
維
新
を
迎
え
る
。

さ
て
標
題
の
芭
蕉
発
旬
に
つ
い
て
、
頴
原
退
蔵
氏
は
、

に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

次
の
よ
う

露
油
は
磐
城
平
の
城
主
内
藤
風
虎
（
義
泰
）
侯
の
長
子
、
名
義

英
。
若
く
隠
居
し
て
俳
諧
に
遊
び
、
風
流
を
楽
し
ん
だ
。
俳
諧

は
宗
因
門
で
あ
る
が
、
芭
蕉
．
其
角
等
と
も
交
渉
が
深
か
っ
た
。

（中略）

「
見
に
行
か
ん
」
と
い
ふ
の
は
、
ど
う
も
貴
人
の
庭
を
拝
見

に
罷
出
よ
う
と
い
ふ
語
気
に
は
感
ぜ
ら
れ
ぬ
。
又
露
油
公
を

誘
っ
て
見
に
行
か
う
な
ど
と
は
、
勿
論
言
ひ
得
べ
き
事
で
は
な

い
。
よ
っ
て
思
ふ
に
、
こ
れ
は
貞
享
四
年
の
五
月
頃
、
す
で

に
芭
蕉
は
湖
南
・
京
都
あ
た
り
に
遊
ぶ
意
が
あ
っ
て
、
そ
の
事

を
露
泊
公
に
申
上
げ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
然
る
に
そ
れ
が

延
び
て
、
発
足
は
十
月
に
な
っ
た
。
当
時
露
油
公
が
餞
の
吟
を

送
っ
た
事
は
、
『
句
餞
別
」
や
『
笈
の
小
文
」
等
に
よ
っ
て
知

ら
れ
る
。
さ
う
す
る
と
旬
解
も
お
の
づ
か
ら
異
な
っ
て
来
ね
ば

な
ら
ぬ
。
即
ち
こ
の
五
月
雨
に
鳩
の
湖
の
水
嵩
も
増
し
た
こ
と

で
あ
ら
う
か
ら
、
湖
上
に
漂
ふ
鳩
の
浮
巣
を
見
に
出
か
け
よ
う

と
、
風
狂
の
心
を
述
べ
た
の
で
あ
る
。
真
蹟
に
詞
書
が
全
く
な

い
の
も
、
特
に
露
泊
公
と
の
関
係
に
よ
っ
て
解
せ
ね
ば
な
ら
ぬ

旬
で
は
な
い
か
ら
で
あ
ら
う
。
詞
書
は
た
ゞ
露
油
公
の
許
へ
暇

乞
に
で
も
出
た
折
り
の
旬
と
い
ふ
程
に
見
て
よ
か
ら
う
。

こ
の
よ
う
に
頴
原
氏
は
、
「
鳩
の
う
き
巣
」
は
「
鳩
の
湖
」
、
す
な
わ

ち
琵
琶
湖
で
あ
る
と
ほ
ぼ
断
定
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
冒
頭
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
旬
は
『
笈
日
記
』
に
も

載
り
、
そ
こ
に
「
露
泊
公
に
申
侍
る
」
と
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
琵
琶
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湖
に
限
定
し
て
し
ま
わ
な
い
で
、
例
え
ば
杜
哉
『
芭
蕉
翁
発
旬
集
蒙

(
2
)
 

ー
こ
よ
、

弓』

i
i露

油
公
に
申
侍
る

0
五
月
雨
に
鳩
の
浮
巣
を
み
に
ゆ
か
ん

此
油
子
ノ
園
ハ
山
ア
リ
水
ア
リ
テ
眺
メ
モ
イ
ト
広
シ
ト
見
ユ

と
あ
り
、
「
此
油
子
ノ
園
」
と
言
っ
て
よ
い
く
ら
い
の
、
も
っ
と
露

油
に
直
接
か
か
わ
る
水
辺
が
想
定
さ
れ
て
よ
い
は
ず
で
あ
る
。
阿
部

正
美
氏
も
、
そ
の
著
『
新
修
芭
蕉
伝
記
考
説
」
で
次
の
よ
う
に
根
拠

不
十
分
と
さ
れ
て
お
り
、
確
か
に
琵
琶
湖
と
限
定
し
て
し
ま
う
こ
と

は
、
些
か
即
断
の
賤
り
を
免
れ
な
い
だ
ろ
う
。

「笈日記』と「泊船集』には「露油公に申侍る」と

前書があるので、大名俳人内藤露油に逢った時の作と

思われる。（中略）頴原博士の『新講」等に、貞享四年

の五月頃芭蕉は既に湖南・京都あたりに遊ぶ意があっ

て、その事を露油に披露したのではないかといふ推測

がある。露油は貞享四年の旅に餞別吟を贈ってゐる

し、鳩の浮巣といふ語も鳩の湖（琵琶湖）を連想させ

るから、この推測は尤もな点があるけれども、必ずさ

うと断定するには根拠が不十分である。こAでは「あ

東 策 第 第
下
の グ グ グ

[ 
ル ル ）レ 江
l I I 

壇はプ プ プ

グ

風虎露祐・ 林談派 蝶子派々 不朴派 和派濁 ぷ主要俳図の
ル
l 

了
千春 信徳

蘊-舟門 雀盛 水言似春． 幽山． 

｀ 門． ・ 信章 如流
才丸 ． ． 

奮 桃青I泰徳I 

ヽ^  維舟門 ＾ 季吟 ＾ 維舟

・ 門ヽ 門ヽ

つ
め
旬
」
初
出
た
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
単
に
貞
享
四
年
夏
以
前

と
推
定
す
る
に
止
め
る
。

檀
上
正
孝
氏
は
「
芭
蕉
論
序
説
ー
延
宝
期
の
『
桃
青
』
に
関
す
る

考
察
ー
」
の
中
で
、
延
宝
期
(
-
六
七
―
―
―
ー
＿
六
八
0
)
の
江
戸
俳
壇

に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
三
つ
の
グ
ル
ー
。
フ
に
分
け
た
上
で
、
解
説

を
加
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
琵
琶
湖
で
な
け
れ
ば
、
ど
の
水
辺
な
の
だ
ろ
う
か
。
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第
三
の
グ
ル
ー
プ
は
、
上
方
系
と
く
に
京
都
の
維
舟
・
季
吟

門
に
つ
な
が
る
俳
人
た
ち
で
あ
る
。
こ
の

一
派
は
、
俳
壇
の
大

パ
ト
ロ
ン
で
あ
り
文
学
愛
好
の
大
名
と
し
て
知
ら
れ
る
内
藤

風
虎
（
貞
享
二
年
没
、
六
十
七
オ
）
の
邸
に
出
入
り
す
る
こ
と
を

許
さ
れ
て
い
た
の
で
、
そ
の
有
利
な
立
場
を
生
か
し
て
、
も
っ

と
も
進
取
の
気
風
に
富
ん
で
い
た
。（
中
略
）
季
吟
門
の
桃
青
ま

た
東
下
し
て
こ
の
一
派
に
加
わ
っ
た
。

(4
)
 

ま
た
、
今
栄
蔵
氏
も
「
芭
蕉
年
譜
」
の
延
宝
三
年

（一

六
七
五
）

の
項
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

内
藤
露
油
判
『
五
十
番
句
合
』
に
発
旬
二
以
上
入
集

（
芭
蕉

旬
解
参
考
）

露
油
は
奥
州
岩
城
平
の
城
主
風
虎
の
息
で
、
父
子
と
も
に
文

事
を
好
み
、
そ
の
江
戸
溜
池
葵
橋
の
邸
宅
は
当
時
有
力
文
人
の

出
入
り
も
多
か
っ
た
。
芭
蕉
も
そ
の
間
に
交
じ
っ
て
交
渉
を
持

つ
よ
う
に
な
っ
て
い
く
が
、
こ
れ
は
そ
の
後
の
彼
の
文
壇
活
動

を
有
利
に
し
た
。

こ
の
よ
う
に
芭
蕉
は
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
頃
、
江
戸
溜
池
葵

橋
の
邸
宅
に
出
入
り
し
た
ら
し
い
。
「
ら
し
い
」
と
言
う
の
は
実
は
、

芭
蕉
が
内
藤
家
江
戸
藩
邸
に
招
か
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
管
見
の
範

囲
で
は
、
直
接
裏
付
け
る
資
料
で
確
認
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
上
屋
敷
の
周
辺
に
水
辺
が
あ
る
か
と
言
え
ば
、
左
の

(5
)
 

『
江
戸
図
屏
風
』
（
以
下
『
江
戸
固

j

と
略
称
す
る
）
に
、
そ
れ
が
見
え
る
。

す
な
わ
ち
、
上
屋
敷
の
前
面
に
大
き
く
広
が
る
溜
池
で
あ
る
。
内

藤
家
の
江
戸
上
屋
敷
は
、
こ
の
『
江
戸
固
』
の
左
隻
第
三
扇
に
見
え
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虎
御
門
焼
上
ル
。
御
門
ノ
外
、
田
中
大
隅
殿
・
谷
内
蔵
殿

る
。
上
屋
敷
の
左
に
は
五
文
字
書
か
れ
、
上
か
ら
順
に
「
内
」
「
藤
」

「
左
」
「
馬
」
「
助
」
と
読
め
る
。
こ
の
左
馬
助
は
、
前
に
後
述
を
約

束
し
た
政
長
で
、
あ
の
数
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
残
し
た
忠
興
の
父

で
あ
る
。
政
長
は
、
寛
永
十
一
年
（
一
六
三
四
）
ま
で
藩
主
だ
か
ら
、

こ
の
『
江
戸
図
j

は
、
寛
永
頃
の
溜
池
周
辺
を
描
い
た
も
の
と
言
っ

て
よ
い
だ
ろ
う
。
露
活
の
父
で
あ
る
風
虎
も
、
寛
文
年
間
（
一
六
六
一

i
l
六
七
二
）
の
風
景
を
、

江
戸
溜
池
の
辺
よ
り
富
士
を
見
て

溜
池
に
う
つ
る
や
富
士
の
雪
な
だ
れ

と
詠
ん
で
い
る
（
「
桜
川
」
）
。
そ
こ
か
ら
富
士
山
が
見
え
た
の
だ
か
ら
、

上
屋
敷
は
か
な
り
風
光
明
楯
な
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

し
か
し
芭
蕉
が
訪
れ
た
の
は
こ
の
上
屋
敷
で
は
な
く
て
、
そ
の
後

火
災
で
焼
失
し
た
か
ら
、
や
が
て
再
建
さ
れ
た
と
こ
ろ
を
訪
れ
た
こ

と
に
な
る
。
実
は
上
屋
敷
は
、
寛
永
年
間
以
降
は
「
江
戸
図
』
の
伝

え
る
と
お
り
で
あ
っ
た
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
運
よ
く
振
袖
火
事
で

は
類
焼
を
免
れ
た
も
の
の
、
『
東
京
市
史
稿
』
変
災
績
第
四
に
よ
れ
ば
、

左
の
よ
う
に
寛
文
八
年
(
-
六
六
八
）
二
月
一
日
の
江
戸
火
災
で
焼

失
し
て
し
ま
う
。

「
内
藤
左
京
殿
義
泰
」
と
あ
る
の
が
風
虎
で
、
露
油
の
父
に
あ
た

る
。
つ
い
で
に
言
え
ば
、
こ
の
寛
文
八
年
の
火
災
で
は
、
二
月
一
日

に
上
屋
敷
が
焼
失
し
、
そ
の
三
日
後
に
は
六
本
木
の
下
屋
敷
ま
で
焼

失
し
て
し
ま
う
。
つ
い
で
と
言
え
ば
、
次
に
掲
げ
る
平
井
聖
氏
監
修

『
泥
絵
で
見
る
大
名
屋
敷
』
に
も
上
屋
敷
が
描
か
れ
る
。
こ
の
書
は

市
販
さ
れ
て
い
て
容
易
に
見
ら
れ
る
も
の
で
、
泥
絵
は
、
参
勤
交
代

で
江
戸
か
ら
国
元
へ
帰
る
武
士
の
土
産
と
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
の
も

当
然
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
、
こ
の
上
も
な
く
美
し
い
も
の
で
あ
る
。

こ
の
絵
と
同
じ
も
の
が
、
昭
和
十
四
年
(
-
九
三
九
）
に
出
版
さ

れ
た
大
熊
喜
邦
氏
著
「
泥
絵
と
大
名
屋
敷
」
に
は
、
「
内
藤
能
登
守

屋
敷
の
図
」
と
さ
れ
る
。
大
熊
氏
に
よ
れ
ば
、
泥
絵
は
江
戸
後
期
、

そ
れ
も
ず
っ
と
後
世
の
も
の
の
由
で
、
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
「
能

登
守
」
は
天
保
五
年
(
-
八
三
四
）
、
延
岡
藩
主
に
な
っ
た
政
義
の
こ

と
だ
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
描
か
れ
て
い
る
も
の
は
、
天
保
五
年
よ
り

後
の
上
屋
敷
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
絵
を
見
る
と
、
ど
う
や
ら
火
災
の
場
面
を
描
い
て
い
る
よ
う

で
、
右
側
の
火
の
見
櫓
の
右
に
煙
が
見
え
、
左
の
方
向
か
ら
火
消
し

が
駆
け
つ
け
て
い
る
。
葵
坂
の
向
こ
う
に
溜
池
が
広
が
り
、
水
面
に

は
点
々
と
し
た
黒
い
も
の
が
描
か
れ
る
。
こ
の
黒
い
も
の
に
つ
い
て

同
出
羽
殿
〇
衛
広
。
内
藤
左
京
夫
殿
〇
義
泰
。
何
れ
も
上
屋
敷

不
レ
残
焼
ル
。
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は
後
述
す
る
が
、
こ
の
よ
う
に
後
世
の
も
の
で
は
あ
っ
て
も
、
芭
蕉

の
訪
れ
た
上
屋
敷
は
、
お
よ
そ
こ
う
い
う
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と

思
わ
れ
る
。

次
は
、
溜
池
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
浅
井
了
意
の
『
東

海
道
名
所
記
』
に
は
、

山
王
よ
り
十
五
町
南
の
か
た
。
赤
坂
の
ふ
も
と
に
、
た
め
池

あ
り
。
そ
の
か
ミ
江
戸
中
の
水
道
の
源
な
り
。
今
ハ
た
ば
川
の

水
道
を
き
り
流
し
。
日
本
橋
よ
り
南
の
者
、
こ
れ
を
の
む
。

と
あ
る
。
玉
川
上
水
が
で
き
る
ま
で
は
、
溜
池
が
上
水
道
の
水
源
で

あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
き
れ
い
な
水
面
の
広
が
る
光
景
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

右
の
『
東
海
道
名
所
記
』
が
書
か
れ
た
と
き
よ
り
お
よ
そ
二
十
年

ほ
ど
後
の
、
延
宝
七
年

（一六
七
九
）
の
「
江
戸
方
角
安
見
図
」

坤
を、

『
古
板
江
戸
図
集
成
』
第
三
巻
に
よ
り
、
次
頁
に
掲
げ
る
。

「
内
藤
左
京
」
と
あ
る
の
が
露
油
の
父
の
風
虎
で
、
注
目
す
べ
き

は
溜
池
で
あ
っ
て
、
何
種
類
も
の
水
鳥
が
描
か
れ
る
。
芭
蕉
が
延
宝

三
年

（一六
七
五）

頃
、
上
屋
敷
に
出
入
り
し
た
こ
と
は
前
述
し
た
が
、

そ
の
と
き
に
こ
う
し
た
水
鳥
も
目
撃
し
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

芭
蕉
の
頃
か
ら
半
世
紀
ほ
ど
後
の
例
を
示
す
な
ら
ば
、

『江
府
名

勝
志
』
に
は
、
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〇
溜
池

赤
坂
御
門
よ
り
山
王
宮
の
後
を
め
ぐ
り
虎
御
門
の

西
迄
続
く
、
其
長
さ
九
町
幅
は
所
々
同
じ
か
ら
ず
。

赤
坂
御
門
の
方
は
狭
し
。

と
あ
る
。
赤
坂
御
門
か
ら
虎
御
門
ま
で
「
長
さ
九
町
」
と
い
う
か
ら
、

き
わ
め
て
巨
大
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
大
き
さ
は
、
『
江
戸
名
所
図
絵
」

巻
之
三
に
よ
れ
ば
、
さ
ら
に
は
っ
き
り
と
わ
か
る
。
そ
れ
を
『
日
本

溜
池

図
会
全
集
』
第
一
一
回
に
よ
り
、
挿
絵
と
合
わ
せ
て
次
頁
に
掲
げ
る
。

赤
坂
御
門
の
外
よ
り
山
王
の
宮
の
麓
を
東
南
へ
続
る
。

（
中
略
）
蓮
を
多
く
植
ゑ
ら
れ
し
ゅ
ゑ
に
、
夏
月
花
の
盛
'

り
に
は
奇
観
た
り
。
ま
た
、
池
の
堤
に
榎
の
古
木
二
、
三

株
あ
り
、
こ
れ
を
印
の
榎
と
名
づ
く
。
昔
浅
野
左
京

太
夫
幸
長
、
鉤
命
を
奉
じ
て
こ
の
と
こ
ろ
の
水
を
築

き
止
め
ら
る
。
そ
の
臣
矢
島
長
雲
こ
れ
を
司
り
、
堤

成
就
の
後
、
そ
の
功
を
後
世
に
伝
へ
ん
た
め
印
に
と

て
栽
ゑ
け
る
と
な
り
。

こ
の
挿
絵
の
左
下
方
に
「
白
山
」
と
あ
り
、
そ
こ
か
ら
右
手
前
が

「
汐
見
坂
」
で
、
溜
池
に
沿
っ
て
右
へ
行
け
ば
、
「
葵
坂
」
に
出
る
。
「
溜

池
」
の
文
字
の
下
に
火
の
見
櫓
が
見
え
る
が
、
そ
れ
は
前
掲
の
泥
絵

に
見
え
る
も
の
と
同
じ
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
そ
の
付
近
が
内
藤
家

の
上
屋
敷
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

右
の
『
江
戸
名
所
図
絵
』
は
、
芭
蕉
よ
り
お
よ
そ
百
五
十
年
ほ
ど

後
の
も
の
で
、
そ
の
間
、
溜
池
は
幕
府
か
ら
各
大
名
に
何
度
も
浚
渫

が
命
じ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
少
し
ず
つ
小
さ
く
な
っ
て
い
た
ら
し
い
。

だ
か
ら
芭
蕉
の
と
き
に
は
、
『
江
戸
名
所
図
絵
』
に
描
か
れ
て
い
る

よ
り
も
っ
と
大
き
く
て
、
も
っ
と
美
し
か
っ
た
だ
ろ
う
。
ま
た
後
述

を
約
束
し
て
お
い
た
、
泥
絵
に
描
か
れ
る
溜
池
の
水
面
に
あ
る
点
々
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一
方
鳩
に
つ
い
て
は
、
カ
イ
ツ
ブ
リ
で
あ
る
こ
と
は
改
め
て
言
う

ま
で
も
な
い
が
、
発
掘
報
告
が
多
く
の
材
料
を
提
供
す
る
。
近
年
江

戸
考
古
学
と
し
て
、
東
京
各
地
が
調
査
の
対
象
と
な
り
、
数
多
く
の

報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
'

そ
の
う
ち
の
東
京
大
学
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
地
下
に
あ
る
、
加
賀

(7) 

藩
江
戸
上
屋
敷
跡
の
発
掘
調
査
書
に
よ
れ
ば
、
カ
イ
ツ
ブ
リ
が
出
土

し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
上
屋
敷
跡
遺
跡
は
、
東
京
大
学

御
殿
下
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
利
用
さ
れ
て
来
た
た
め
、
保
存
状
態
が

良
好
と
い
う
。
十
七
世
紀
後
半
の
地
層
か
ら
出
土
し
た
カ
イ
ツ
ブ
リ

は
、
ど
う
や
ら
食
べ
た
後
の
ゴ
ミ
と
し
て
捨
て
ら
れ
た
も
の
ら
し
い
。

現
代
と
は
違
っ
て
当
時
、
多
く
の
種
類
の
鳥
が
食
べ
ら
れ
て
い
た
よ

う
で
、
そ
れ
ほ
ど
カ
イ
ツ
ブ
リ
も
ま
た
、
身
近
な
存
在
で
あ
っ
た
と

四
と
し
た
黒
い
も
の
は
、
『
名
所
図
絵
』
に
「
蓮
を
多
く
植
ゑ
ら
れ
し
」

と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
蓮
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

溜
池
は
そ
の
後
、
さ
ら
に
次
第
に
小
さ
く
な
り
、
橋
が
な
い
た
め

(
6
)
 

に
一
度
は
明
治
初
年
に
渡
し
船
が
設
け
ら
れ
た
も
の
の
、
つ
い
に
は

一
本
の
溝
だ
け
に
な
り
、
明
治
二
十
一
年
(
-
八
八
八
）
に
埋
め
立

て
ら
れ
て
し
ま
う
。
溜
池
は
地
上
か
ら
完
全
に
姿
を
消
し
、
現
在
は

バ
ス
ス
ト
ッ
プ
と
地
下
鉄
の
駅
名
だ
け
に
な
っ
て
い
る
。
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I
期
内
藤
家
が
当
該
地
に
屋
敷
を
拝
領
し
た
の
は
、
家
康
の

言
え
よ
う
。
と
す
れ
ば
、
前
掲
の
延
宝
八
年
「
江
戸
方
角
安
見
図
」

坤
に
見
え
る
水
鳥
の
中
に
カ
イ
ツ
ブ
リ
が
い
た
と
し
て
も
、
何
の
不

思
議
も
な
い
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
発
掘
は
、
実
は
上
屋
敷
で
も
実
施
さ
れ
、
多
く
の
事
実

(8) 

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
『
文
部
科
学
省
構
内
遺
跡
」
と
し

て
発
行
さ
れ
て
い
る
の
で
、
つ
い
で
な
が
ら
、
こ
の
報
告
書
に
つ
い

て
三
点
、
こ
こ
で
付
言
し
て
お
く
。

そ
の
一
っ
は
、
「
宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）
に
日
向
延
岡
藩
七
万
石

を
拝
領
」
と
い
う
記
述
で
、
些
か
疑
問
な
し
と
し
な
い
。
と
言
う
の
は
、

こ
の
宝
暦
六
年
は
内
藤
政
陽
（
内
藤
家
第
十
代
当
主
）
が
藩
主
に
就
任

し
た
と
き
で
は
あ
っ
て
も
、
拝
領
し
た
と
き
で
は
な
い
か
ら
で
、
正

確
さ
を
欠
く
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
前
述
し
た
よ
う
に
内
藤
家
は
、

露
油
の
息
子
で
あ
る
政
樹
が
藩
主
で
あ
っ
た
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）

に
磐
城
か
ら
日
向
延
岡
に
所
替
え
を
命
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

二
つ
に
は
、
実
は
こ
の
報
告
書
で
も
ま
た
、
「
明
暦
の
大
火
」
と

い
う
文
言
が
見
え
る
の
だ
が
、
そ
こ
に
内
藤
家
江
戸
上
屋
敷
が
こ
の

大
火
で
焼
失
し
た
と
い
う
認
識
が
窺
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
を

抜
粋
し
て
、
次
に
示
す
。

遺
構
の
変
遷

前
述
し
た
よ
う
に
、
上
屋
敷
は
焼
失
を
免
れ
た
か
ら
、
「
被
熱
」
は

寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
二
月
一
日
の
江
戸
大
火
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
。

最
後
に
三
つ
に
は
、
同
報
告
書
に
載
る
「
江
戸
御
上
屋
敷
絵
図
」

で
あ
る
。
『
内
藤
家
文
書
』
中
の
こ
の
絵
図
は
、
恐
ら
く
学
術
的
な

刊
行
物
に
紹
介
さ
れ
る
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

同
報
告
書
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
明
和
七
年
(
-
七
七
0
)
か
ら
同
九

年
の
間
に
書
か
れ
た
も
の
と
い
う
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
芭
蕉
が
訪

れ
た
と
き
か
ら
お
よ
そ
百
年
後
の
上
屋
敷
の
様
子
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
屋
敷
が
幕
末
ま
で
存
続
す
る
こ
と
は
な
く
、
絵

図
の
描
か
れ
た
直
後
の
明
和
九
年
（
一
七
七
二
）
二
月
、
こ
れ
も
江

戸
大
火
の
一
っ
で
あ
る
目
黒
行
人
坂
の
火
災
で
、
烏
有
に
帰
し
て
し

ま
う
。

w期
入
府
直
後
(
-
五
九
0
年
）
と
さ
れ
る
が
、
今
回
の
調
査

か
ら
も
当
該
地
周
辺
が
江
戸
時
代
の
ご
く
初
期
か
ら

開
発
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
中
略
）

本
遺
構
の
廃
絶
時
期
は
一
六
五
〇
＼
六

0
年
代
と
推

定
さ
れ
、
被
熱
し
た
陶
磁
器
や
瓦
が
廃
棄
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
明
暦
の
大
火
に
よ
り
廃
絶
し
た
遺
構
と
推

定
さ
れ
る
。
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発
掘
資
料
は
と
も
か
く
と
し
て
、
話
を
芭
蕉
発
句
に
戻
す
と
、
『
三

冊
子
」
（
白
雙
子
）
に
よ
れ
ば
、
芭
蕉
自
身
は
こ
の
句
に
つ
い
て
、

春
雨
の
柳
は
全
体
連
歌
な
り
。
田
螺
取
る
烏
は
全
く
俳
諧
な

り
。
五
月
雨
に
鳩
の
浮
巣
を
見
に
ゆ
か
ん
、
と
い
ふ
句
は
、
詞

に
俳
諧
な
し
、
浮
巣
を
見
に
ゆ
か
ん
、
と
い
ふ
所
俳
な
り
。

と
言
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
阿
部
正
美
氏
は
『
芭
蕉
発
句
全
講
」

II
で、

五
月
雨
の
中
を
わ
ざ
わ
ざ
鳩
の
う
き
巣
を
見
に
行
こ
う
と

い
う
「
心
」
（
意
味
、
内
容
）
が
俳
諧

「
見
に
行
か
ん
」
と
い
ふ
所
に
、
風
雅
に
狂
ず
る
風
狂
の
気

味
が
色
濃
く
出
て
ゐ
る
為
に
、
俳
諧
と
な
り
得
た

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
確
か
に
芭
蕉
以
前
に
は
、
和
歌
に
せ
よ
連
歌

に
せ
よ
、
少
な
く
と
も
鳩
の
浮
巣
を
見
に
行
く
こ
と
を
面
白
が
る
こ

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
能
勢
朝
次
氏
は
『
三
冊
子
評
釈
」
で
、

五

雑
イ

鳩
と
ア
ラ
ハ
。
（
鳩
の
う
き
す
は
夏
也
。
）

下
道
。
通
路
。
玉
も
に
す
む
。
あ
そ
ふ
。
あ
し
ま
。
あ

ふ
み
の
海
。
お
き
中
川
。
水
の
関
。

と
あ
り
、
鳩
か
ら
の
連
想
は
「
下
道
」
や
「
通
路
」
に
と
ど
ま
っ
て
、

見
物
に
出
か
け
る
こ
と
な
ど
あ
り
得
な
い
。
そ
れ
は
ア
ト
ラ
ン
ダ
ム

に
抽
出
し
た
、
次
の
何
首
か
の
和
歌
を
瞥
見
し
た
だ
け
で
も
、
容
易

に
首
肯
で
き
る
。

と
も
す
れ
ば
鳩
の
浮
巣
の
う
き
な
が
ら
水
隠
れ
果
て
ぬ
世
を

歎
く
か
な
（
『
兼
好
法
師
集
』
）

水
の
上
に
鳩
の
う
き
巣
の
う
き
な
が
ら
す
め
ば
す
ま
る
る
あ

は
れ
世
の
中
（
「
千
歳
和
歌
集
』
）

し
た
に
こ
そ
か
よ
ひ
し
も
の
を
い
か
に
し
て
に
ほ
の
う
き
す

の
う
き
名
立
つ
ら
ん
（
「
同
右
」
）

は
か
な
し
や
風
に
た
だ
よ
ふ
波
の
上
に
に
ほ
の
う
き
す
の
さ

て
も
世
に
ふ
る
（
『
同
右
』
）

た
の
む
ぞ
よ
鳴
の
う
き
巣
の
う
き
な
が
ら
下
の
通
の
絶
え
ぬ

と
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

「
連
珠
合
璧
集
』
上
に
は
、
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ば
か
り
を
（
『
新
拾
遺
和
歌
集
」
）

い
と
ど
猶
し
た
に
や
か
よ
ふ
池
水
の
に
ほ
の
う
き
巣
も
か
つ

こ
ほ
り
つ
つ
（
『
新
続
古
今
和
歌
集
」
）

『
無
名
抄
」
は
、
鳩
の
浮
巣
に
つ
い
て
「
建
春
門
院
北
面
歌
合
」

に
お
け
る
エ
ビ
ソ
ー
ド
を
伝
え
る
。

子
を
思
ふ
鳩
の
浮
巣
の
ゆ
ら
れ
来
て
捨
て
じ
と
す
れ
や
見

隠
れ
も
せ
ぬ

「
此
歌
珍
し
」
と
て
勝
ち
に
き
。
祐
盛
法
師
、
是
を
見
て
大

き
に
難
じ
て
云
、
「
鳩
の
浮
巣
の
様
を
知
ら
れ
ぬ
に
こ
そ
。
彼

の
浮
巣
は
ゆ
ら
れ
歩
く
べ
き
も
の
に
あ
ら
ず
。
（
中
略
）
さ
れ
ど

も
、
其
座
に
知
れ
る
人
の
な
か
り
け
る
に
こ
そ
勝
に
定
め
ら
れ

に
け
れ
ば
、
い
ふ
か
ひ
な
し
」
と
ぞ
申
し
侍
り
し
。

こ
う
し
て
和
歌
は
、
実
物
を
見
に
行
く
こ
と
な
く
「
そ
の
場
に
い
て
」

詠
む
か
ら
こ
そ
、
と
も
す
れ
ば
誤
り
を
お
か
す
こ
と
に
も
な
る
の
で

あ
る
。「

そ
の
場
に
い
て
」
詠
む
こ
と
な
く
、
わ
ざ
わ
ざ
出
か
け
て
行
く

と
こ
ろ
に
俳
諧
が
成
立
す
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
か
ら
、
そ
れ
が
俳
諧

性
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
し
、
そ
の
意
味
で
ま
さ
し
く
芭
蕉
は
、
俳

諧
性
の
具
現
者
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
本
稿
は
、
芭
蕉
発
句
「
さ
み
だ
れ
に
鳩
の
う
き
巣

を
見
に
ゆ
か
む
」
に
つ
い
て
、
こ
の
「
鳩
の
う
き
巣
」
、
と
り
わ
け

そ
の
所
在
に
焦
点
を
定
め
て
、
新
た
な
把
握
を
試
み
よ
う
と
し
た
も

の
で
あ
る
。

芭
蕉
の
挨
拶
の
相
手
で
あ
る
露
油
は
、
将
来
の
藩
主
の
地
位
を
約

束
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
お
家
騒
動
に
巻
き
込
ま
れ
、
退

身
し
て
六
本
木
の
下
屋
敷
に
移
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
露
油

に
と
っ
て
溜
池
は
、
言
わ
ば
近
く
て
遠
い
故
郷
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

一
方
芭
蕉
は
江
戸
に
出
て
後
、
幾
度
と
な
く
訪
れ
た
壮
大
な
大
名

屋
敷
の
―
つ
が
こ
の
上
屋
敷
で
あ
っ
て
、
当
然
そ
の
前
面
に
広
が
る
、

巨
大
な
溜
池
を
眺
め
た
だ
ろ
う
。
そ
れ
が
江
戸
市
中
を
離
れ
、
一
介

の
世
捨
て
人
と
な
っ
て
、
露
油
不
在
の
上
屋
敷
か
ら
は
、
も
は
や
溜

池
を
眺
め
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
両
者
に
と
っ
て
共
通
す
る
最
も
身
近
な
水
辺
は
溜

池
で
あ
っ
て
、
芭
蕉
発
句
は
琵
琶
湖
で
は
な
く
、
以
前
に
風
雅
を
と

も
に
し
た
、
風
光
明
媚
な
溜
池
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
だ
ろ
う
す
る

の
が
妥
当
だ
と
考
え
る
。

お
わ
り
に
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(1)

『
日
本
随
鉦
大
成
』
第
三
期
第
六
巻
に
よ
る
。
明
暦
の
大
火
に
つ
い
て

の
記
述
は
、
実
に
正
確
、
か
つ
詳
細
を
き
わ
め
る
。

(
2
)

復
本
一
郎
・
茶
山
鈴
代
両
氏
稿
「
翻
刻
・
荒
砥
本
『
芭
蕉
翁
発
句
集
蒙
引
』

そ
の
二
」
（
静
岡
女
子
大
学
「
国
文
研
究

j

第
二
二
号
、
昭
五
三
年
三
月
）
に
よ
る
。

こ
の
書
は
、
優
れ
た
注
釈
で
知
ら
れ
る
。

(3)

『
国
語
教
育
論
考
』
第
二
集
、
昭
四

0
年
五
月
。
後
に
日
本
文
学
研
究

資
料
叢
書
I
再
録
。
延
宝
期
の
江
戸
俳
壇
に
お
け
る
芭
蕉
の
位
置
を
論

じ
た
も
の
と
し
て
、
定
評
が
あ
る
。

(
4
)

『
校
本
芭
蕉
全
集
j

第
九
巻
、
評
伝
・
年
譜
・
芭
蕉
遺
語
集
。
た
だ
し

同
じ
今
氏
に
よ
る
『
芭
蕉
年
譜
大
成
j

に
は
、
こ
の
『
五
十
番
句
合
』

入
集
に
は
触
れ
て
い
る
も
の
の
、
上
屋
敷
出
入
り
に
つ
い
て
の
言
及
は
、

一
切
見
あ
た
ら
な
い
。

(5)

諏
訪
春
雄
・
内
藤
晶
両
氏
編
著
『
江
戸
図
屏
風
j

に
よ
る
。
大
学
共

同
利
用
機
関
法
人
人
間
文
化
研
究
機
構
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
に
所
蔵

さ
れ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
見
ら
れ
る
な
ど
一
般
に
広
く
公
開
さ

れ
て
い
る
が
、
管
見
の
範
囲
で
は
内
藤
家
に
か
か
わ
っ
て
、
こ
の
資
料

が
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
は
な
い
。

(6)

寒
川
鼠
骨
・
林
若
樹
両
氏
編
著
I

其
角
研
究
』
に
よ
れ
ば
、
大
正
八

年
(
-
九
一
九
）
七
月
二
十
六
日
午
後
四
時
か
ら
寒
川
鼠
骨
氏
宅
で
開
か

れ
た
第
十
回
其
角
研
究
会
の
席
上
、
内
藤
鳴
雪
氏
が
「
明
治
維
新
後
ま

で
も
、
彼
処
を
渡
っ
た
こ
と
を
、
私
も
お
ぼ
え
て
ゐ
ま
す
。
文
久
銭
一

文
で
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

注

(
7
)

「
東
京
大
学
本
郷
構
内
遺
跡
山
上
開
館
・
御
殿
下
記
念
館
地
点
』
第

三
分
冊
考
察
編
（
東
京
大
学
埋
蔵
文
化
財
調
査
室
発
掘
調
査
報
告
書
四
）
平
三
年

1
0
月
。
出
土
し
た
カ
イ
ツ
ブ
リ
に
つ
い
て
は
、

上
腕
骨
近
位
骨
端
で
、
し
か
も
骨
頂
部
を
欠
く
断
片
で
あ
る
が
、
両

端
の
割
れ
口
は
新
し
い
。
し
か
し
、
骨
端
に
近
い
骨
幹
部
の
特
徴
的
な

低
い
三
角
形
を
呈
す
る
形
（
中
央
の
稜
線
が
強
い
）
は
カ
イ
ツ
ブ
リ
類
の
特

徴
で
あ
る
。
ハ
ジ
ロ
カ
イ
ツ
ブ
リ
の
よ
う
な
や
や
大
型
の
も
の
と
思
わ

れ
る
。

(
8
)

文
部
科
学
省
構
内
遺
跡
調
査
会
『
文
部
科
学
省
構
内
遺
跡
』
平
一
六

年
三
月
。
本
書
は
発
掘
記
録
の
ほ
か
、
出
土
遺
物
の
自
然
科
学
的
分
析
、

そ
れ
に
史
料
に
よ
る
遺
跡
の
変
遷
な
ど
、
そ
の
内
容
は
多
彩
を
き
わ
め

る
。
な
お
同
地
で
は
現
在
、
高
層
ビ
ル
に
建
て
替
え
る
べ
く
工
事
中
で

あ
る
。

付
記

本
稿
は
、
俳
文
学
会
第
五
十
七
回
全
国
大
会
（
平
成
一
七
年
一

0
月
九

日
、
松
山
東
雲
女
子
大
学
）
に
お
け
る
口
頭
発
表
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ

る
。
貴
重
な
御
教
示
を
賜
わ
っ
た
先
生
方
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
な
お
、

本
稿
は
直
接
濱
劇
と
は
関
係
の
な
い
内
容
で
あ
る
が
、
現
在
準
備
中
の
俳

諧
と
能
を
テ
ー
マ
に
し
た
学
位
論
文
の
一
部
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

と
解
説
さ
れ
て
い
る
。
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